
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター 

第１回地域夢・未来カフェ in川西 

 地域分権制度の検討の一環として、地域課題の

解決に向けた具体的な活動案を考えながら、地域

分権制度についての意見をいただくため「第 1回

地域夢・未来カフェ in 川西」が開催されました。 

日時：2012年 10月 24日（水）19:00～21:00 

場所：川西小 やなぎホール 

参加人数：市民 20名＋市WGメンバー3名 

当日のスケジュール 

19:00 開会、あいさつ（総合政策部長） 

19:20 昨年度懇談会の概要について 

19:35 フォーラム及びテーブルワークの概要について 

19:55 イントロ（川西クイズ） 

20:00 テーブルワーク①『地域の課題について』 

20:35 テーブルワーク②『実現に向けた取組について』 

21:00 閉会 

あいさつ・昨年度懇談会の概要について 

フォーラム及びテーブルワークの概要について 

 

 総合政策部の本荘部長より、昨年度から取り組んできた地域別懇談会の趣旨や概要、

そして、地域分権が推進される社会的背景や必要性、来年度からスタートする第 5 次

川西市総合計画での地域別構想の位置づけについて説明がありました。 

 また、これから 3 回にわたり開催される地域夢・未来カフェの目的や昨年度実施さ

れた地域別懇談会との関係などについても説明がありました。 

 

 キックオフイベントとして 9月 15日に開催された「かわにし夢・未来フォーラム」

の報告がありました。地縁型組織と NPO やボランティアなどのテーマ型組織の連携の

必要性、面識社会の回復の重要性、市職員の果たすべき役割などについて、講演や意

見交換が行われたとの説明がありました。 

 次に、カフェでのテーブルワークの方法についての説明がありました。まずは、昨

年度実施された懇談会の結果をふりかえり、「地域の課題」や「地域のありたい姿を実

現するための取組」の内容を共有しました。その上で、2 種類の色のシールを使って

投票しながら、特に重要な課題や取組をみんなで議論しながら検討していくという流

れの説明がありました。 

 テーブルワークに入る直前には、イントロダクションとして、日本全体や川西市の

状況についてのクイズが出題されました。 

01 

地域分権制度とは 

市の持続的な発展を図っていくためには、行政の力だけでは限界があります。そ

こで、これまで行政が主導して担ってきた地域の課題に対し、地域住民自らがその

解決にあたるために、一定の権限や財源を地域へ移譲する制度です。 

資料１ 



 

 

 

 

 

 

 

 

◆地域の課題について（重要だと思う課題を 1人 3点選ぶ） 

地域の課題 点数 その他の意見 

地域コミュニティの活性化 14 ・担い手はだれなのか？ 

・高齢者の男性が外に出てこない 

・若い夫婦の収入が不安定なので、子育て中のお母さんの職場や保育

所の増設を考えるべき 

・自転車のマナーが悪い 

・高齢者だけではなく、障害者への暮らしの支援 

・地域の環境整備、騒音対策、粉じん対策 

・市外の人も来たくなるような商業施設か大公園等を企画してほしい 

高齢者の暮らしの支援 10 

子育て環境の充実 10 

地域の安全性の確保 9 

交通環境の向上 8 

地域や世代間のつながりが不足 3 

くらしのマナーの向上 3 

その他 4 

 

◆地域のありたい姿を実現するための取組について（重要だと思う取組を 1人 5点選ぶ） 

実現に向けた取組 点数 実現に向けた取組 点数 

●地域のふれあいを感じることができるために ＜23＞ 

あいさつ運動 9 声かけ運動 2 

人材、人財の自治会研修、啓発 10 情報が皆に使われる期間 2 

●地域のつながりを大切にするために ＜1＞ 

子どもが参加する事業を増やす 1   

●子育てしやすいまちにするために ＜9＞ 

子どもの遊びに地域の人が理解を示す 4 公園の使用方法の見直し 5 

●高齢者が活き活きとくらせるまちにするために ＜7＞ 

会館開放の新しいルールづくり 1 地域の交番所の活用 1 

地域にある老人施設の有効活用 5   

●誰もが安全・安心にくらすことができるために ＜13＞ 

自治会で安全パトロール、夜間の見回りなど 3 防災非常時連絡網、防災無線 7 

小花防災倉庫（防災キット） 0 定期的な夜回り（防犯協会） 3 

●地域愛があふれるまちにするために ＜15＞ 

自動販売機を減らす 2 地域で清掃活動の推進 5 

迷惑駐輪を減らす 4 個人のマナー向上（個人が意識して気をつける） 4 

●人が集まり元気に動けるまちにするために ＜21＞ 

商店、住宅が混在するまちへの転換 3 交通マナーの徹底啓発 9 

違法駐輪をなくす、駐輪場をつくる 5 
物産展、定期的な朝市、フリーマーケット、音楽など集

客のための手段を考える 4 

●その他 ＜9＞ 

川をきれいにする（NPOと） 6 歴史的行事を通して文化を子ども達に伝えていく 3 

猪名川（中橋―絹延橋間）にボートの復活 0 川の駅つくり（猪名川沿い） 0 
 

テーブルワーク 

  後半は、まず 3つのグループに分かれてテーブルワークを行い、さま

ざまな意見を出した後に、全体で特に重要な課題と取組を投票し合いま

した。地域のつながりや担い手づくりなどの意見については、課題と取

組両方で多くなっており、交通マナーなどについては重要な取組として

考える人が多くなっています。 


